
e ヘルスの推進に果たす eヘルスリテラシーの役割

－ｅヘルスリテラシーの概念整理と関連研究の動向－
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【背景】幅広い年代でインターネット上の

健康情報の利用が日常化している一方、利

益目的や不確実な健康情報を発信している

ウェブサイトが増加していることが問題視

されている。インターネットを個人や集団

の健康維持、増進のために用いることを e

ヘルスと呼び、インターネット上の健康情

報を適切に活用する個人の能力(e ヘルス

リテラシー)を向上させることが e ヘルス

を推進していくために必要であるが、e ヘ

ルスリテラシーは比較的新しい概念である

ため、その役割について検討した研究は少

ない。

【目的】本研究では、ｅヘルスリテラシー

という用語や概念が近年、どのように用い

られているかを明らかにするため、先行研

究より e ヘルスリテラシーの概念整理と活

用方法を概観することを目的とした。

【方法】“eHealth literacy”と “eHealth

literacy Scale (eHEALS)”というキーワー

ドで 2011 年 2 月までに公刊された論文を

MEDLINE で検索し、抽出された 23 件の論文

と eHEALS を尺度として用いて研究を行っ

た 2 件の論文から、e ヘルスリテラシーに

ついての概念整理と活用方法を明らかにし

た。

【結果】e ヘルスリテラシーについて記述

していた論文は11件あり、2006年にNorman

らが Lily modelを提唱して以降の論文は全

てこのモデルに基づいていた。Lily model

は、広い意味での情報源を活用するために

必要な能力である慣習的リテラシー・計算

力、メディアリテラシー、情報リテラシー

と、より特異的な情報源を活用するために

必要な能力であるコンピューターリテラシ

ー、科学リテラシー、ヘルスリテラシーの

6 つのリテラシーから構成される(右上図

参照)。また、e ヘルスリテラシーの活用方

法としては、HIV 治療に対する自己管理能

力の改善や重篤な疾患を呈した子どもを持

つ親の情報収集能力の向上を検討するため

に用いられていた。

【考察】今後もインターネットの普及が見

込まれるため、e ヘルスの推進が個人や集

団の健康維持、増進を促進する上で重要と

なる。e ヘルスを適切に推進していくため、

情報の対象となる個人や集団の e ヘルスリ

テラシーを考慮したウェブサイトの作成や

e ヘルスリテラシーの向上を目的とした介

入方法を検討していく必要がある。

【結論】近年用いられている e ヘルスリテ

ラシーの概念はLily modelに基づいており、

e ヘルスの推進のために e ヘルスリテラシ

ーが果たす役割は大きい。

ヘルスコミュニケーションや健康情報管理

に詳しい先生方のご参加をよろしくお願い

申し上げます。
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